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出題意図 評価ポイント 

問
題
一 

少しくだけた文体ではあるが，筋

の一本通った主張をきちんと，その

哀感までも含めて捉えることができ

るかを問う。日本における近代化が

なんであったのかをユーモアたっぷ

りに皮肉る筆者の心境に，詩人らし

い比喩の展開に沿いながら迫れるか

が焦点になる。 

問
一 

少し古い世代のものではあるが，きち

んと文意に即して適確な漢字に変換で

きること。 

問
二 

同じく，きちんと文脈を理解して正し

く漢字を読み取れること。 

問
三 

筆者の文体に合わせて，日本の近代に

おける欧米文化の受け入れと江戸まで

連綿として培われてきた日本のコミュ

ニティーのあり方との衝突について文

学的知識を交えて理解できているこ

と。 

問
四 

「筋の通った主張」をきちんと文脈に

そって理解できていること。 

問
五 

筆者の主張をきちんと自分の言葉で表

現できること。 

問
題
二 

 古文に頻出する古語や定型的表現

を理解しているか，高等学校で学習

する古典文法の知識を習得している

かを問う。また，これらを用いて，

古文の文章，意味・内容（文脈・状

況設定や登場人物の考え・心情など）

を正確に把握できるかどうかをみ

る。さらに，古典文学史について基

礎的な知識を持っているかを確認す

問
一 

古文でよく見られる古語の漢字につい

て，正しく丁寧に書いていること。 

問
二 

線部の前の文脈・述べられている状況

を把握し，正しく説明できていること。

問
三 

本文の内容と古典文法，重要な古文単

語を理解しつつ，正しい現代日本語に

訳していること。 



る。また，文字や文章を正しく丁寧

に書いているかを見る。 問
四 

古典文法を踏まえつつ，文脈，場面の

状況を把握し，正しい現代日本語で説

明できていること。 

問
五 

『枕草子』関連の古典文学上の事柄に

ついて，基礎的な知識を持っているこ

と。また，有名な『枕草子』第一段の

文章をある程度記憶していること。漢

字・かな等の文字を正確かつ丁寧に書

いていること。 

問
題
三 

現代の市場経済を巡る保守主義と

リベラリズムの立場の相違を明快に

解説した文章である。文体は比較的

平易であり，経済学的知識がなくと

も，高校卒業程度の国語読解力があ

れば，内容は的確に理解できる。そ

の理解の程度，及び基本的な国語力

が身についているかどうかを見る。

問
一 

きちんと文意に即して的確な漢字に変

換できること。 

問
二 

基本的な4文字熟語を知っていること。

問
三 

周囲の文章を的確に読み取り，的確な

表現を空欄に埋められること。 

問
四 

下線部の表現を的確に判断し，文中の

他の語句を用いて的確に表現できるこ

と。 

問
五 

基本的な同意語を文中に見つけられる

こと。 

問
六 

文語的ではあるが，基本的な言い回し

を知っていること。 

問
七 

経済学的な用語であるが，文中の語句

を用いて簡潔に表現できること。 

問
八 

問題文全体を包括的に理解できている

こと。 



問
題
四 

 問題文は名文としてよく知られた

詔であり，用字や表現も標準的な漢

文作品である。その中で用いられる

漢字の意味を文脈に即して理解でき

ているか，基本的な漢文法を修得し

ているかどうかを問うた。また，作

品に述べられる伝統的な考え方を読

み解き，適切な表現で説明できるか

を見る。 

 

問
一 

ひらがな・現代かなづかいという条件

をふまえ，文法上重要な文字の読み方

を正しく答えていること。 

問
二 

日常生活でも用いられる漢字の意味を

正しく理解していること。特に多義語

の意味を文意にそって理解できるこ

と。  

問
三 

日常生活で常用される漢語の意味を正

しくとらえ，文の構造を読み解けるこ

と。  

問
四 

漢文の常用表現を文語文法に則って書

き下し文にできること。  

問
五 

漢字の意味を正しくとらえ，文脈に合

った日本語に訳せること。 

問
六 

作者の意図を十分に理解し，的確な説

明ができること。 

 


